
周辺
浅草は東京都台東区に位置する、東京を代表する観光地のひとつである。「浅草寺」

の年間来場者数は３０００万人を超えるともいわれており、国内外から多くの観光

客が訪れている。また、日本最古の遊園地である「浅草花やしき」や、３８０メー

トル続くアーケード街の「新仲見世」などもあり、グルメや買い物目的に訪れる人

も多くいる。現状の浅草は、立ち止まる人がとても多いエリアだと考えられる。な

ぜなら、食べ歩きが禁止されているのにもかかわらず、テイクアウト食品を売る店

が多くあり、店の前や道端で食べる人が多いからだ。加えて、道路が狭いところが

多い。現在浅草では、涼み処を各所に配置することや、パークレットを試験的に配

置するなど、回遊性向上の為に様々な策を講じている。そこで、人が詰まりやすい

場所に休憩所を設けることにより、観光客と地域の双方にとって、win-win の関係

になることを願い計画した。

敷地
私たちは休憩所の敷地として 4か所選定した。敷地を考えるにあたり、私たちは

地域住民の声や台東区の計画である、回遊性を上げるために滞留場所や広場を創

出させること、また周辺の建物の用途、そしてケヴィン・リンチの「都市のイメ

ージ」に登場する５つのエレメントを浅草に当てはめて分析した。これらをもと

に、4か所の休憩所を点在させることにした。「環」は、休憩所を設置の存在によっ

て人の流れが分断されることなく環り続ける構造を象徴している。
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５つのエレメントの中で主に、ノードとパスについて重点的に考えた。まず、パスとは道のことであり、極端に広いか狭い

道路が注意を引く。パスが皆に知られるためには、その道の景色も重要となる。また、ノードは、交差点のようなものであ

り、人が集中する場所。ノードに差し掛かる人々は注意力を高め、普段以上にその近くにある要素を感じ取るため、歩行者

にとってはその場所を強く意識するとともに、ノード付近に位置する建物はただそこにあるというだけで特別な注意を引く。

そのため、ノードに目立つ滞留場所を設ければ良いのではないかと考えた。ノードの建物が個性的であると、人々のその道

の認知度が上がり、その道を通る人が増える。そのため、パスの起点と終点であり、滞留場所になっているノードに建物を

建てることにした。

4

3

2

1

北

①東京都台東区浅草１－３８
②東京都台東区浅草１－３２ー９

④東京都台東区浅草２－５－５

③東京都台東区浅草２－３

住所

試験的に浅草で、パー

クレットが設置された。

パークレットとは、車

道の一部を転用し、休

憩スペースなどにする

こと。

浅草パーケード

買い物意欲・有

買い物意欲・無

滞在時間・短 滞在時間・⾧

買い物意欲がない 買い物意欲がない
滞在時間が短い 滞在時間が⾧い

構成比 16.9％構成比 32.0％

購入率購入率 購入テナント数 購入テナント数 購入金額購入金額

52.2％ 1.4 か所 2,094 円 72.5％ 1.9 か所 5,296 円

買い物意欲あり 買い物意欲あり
滞在時間が短い 滞在時間が⾧い

構成比 25.0％ 構成比 26.1％

購入率 購入率購入テナント数 購入テナント数購入金額 購入金額

68.9％ 1.5 か所 3,104 円 86.1％ 2.5 か所 8,818 円

パス

ノード

道 人の動線 人が滞留
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東京都の訪問地

回遊性が低い浅草において、滞留する場としての休憩所を作ることによって、より歩きやすく、結果として回遊性が向上す

ると考える。また、回遊性が高い状態の相乗効果で滞在時間が伸びることにより、今までにはなかった浅草のめぐり方が生

まれ、より、活性化するのではないかと考える。

現地調査仲見世通り裏

台東区東京都

（人）

私たちは浅草エリアで、観光客がより楽しく、快適に観光ができるように、複数箇所に休憩所を設置することとした。道の混

雑の解消や、ごみ問題、休憩スペースの増加を考慮した結果として、滞在時間の増加、そして、回遊性も高まると考える。

回遊性とは観光客が一つの地域内で複数の観光資源やエリアを、効率的かつ快適に巡ることができる状態を指す。回遊性

が低いと一部の場所に人が集中し、他のエリアが閑散としてしまう。その結果、地域全体の魅力が損失、騒音やごみ、イ

ンフラへの負担といった問題も生じかねない。近年、インバウンドの増加などもあり、観光地の回遊性が低くなっている。

観光体験を単なる一か所の訪問にとどめず、エリア全体を巡る楽しさに広げたいと考えた。また、回遊性が高いと観光客

は多様な体験ができ、滞在時間は伸び、消費額も増える傾向にある。回遊性が悪いと、交差点付近に人が詰まりやすい。

そういった詰まりやすい場所に滞留場所を設けることにより、より長く、浅草を楽しんでもらえると考える。そこで本研

究では、複数箇所に休憩所を設置することで、回遊性向上を目指し、より浅草の魅力を体験できる計画となる。

出典：ＥＡＵ



シャッター街 回遊性向上

平面図（かまくら形）Ⓑ･Ⓓ２階平面図（橋形）Ⓒ

「縁・環」
浅草の西と東は、時にお互いを意識しないま

ま完結してしまう。その境界に置かれるパー

クレットは、東西をまたぐ立体的なつくり、

人の動きや視線が上下にめぐるように計画し

た。形は異なっても、どちらも「縁」を起点

に人が「環る」。街の余白に置かれた小さな

居場所が、浅草の東西を緩やかにつなぎなお

すことを目指している。

六区の方からⒶ

かまくら形Ⓑ・Ⓓ

橋の階段Ⓒ 橋形パークレットⒸ

私たちは主に 2種類のパークレットを計画した。1つ目に、橋のようなパークレットを計画した。この通りの

一部は三社祭で行われる、神輿のルートになっているため、上から見れるように計画した。上に上る部分の下

は、ベンチや給水器を設けて落ち着いて休憩できるようになっている。観光客の中には海外の人が多く、雰囲

気に圧倒される人もいるかもしれない。そんな人にも一息つけるような計画としている。2つ目に、浅草エリ

アに少ない緑を感じられるように計画した。一部の椅子をかまくら状にすることによって、座るだけでもいつ

もと違う雰囲気を持たせようと計画した。

1階平面図

2階平面図

「結・環」

「結・環」は人と人、人と地域、体験と記憶を結び

つける拠点としての役割と、観光地における回遊性

の向上を意図した名称である。本休憩所は、ワーク

ショップ及びイートイン機能を併設することで、単

なる滞留の場に留まらず、次の目的地へと人の行動

を誘発する中継点として計画している。「結」は、

製作体験や飲食を通じて利用者同士、並びに観光客

と地域との関係を結び直

すことを意味している。

1階は一部ピロティにすることで立ち入りやすくし、

既存のテイクアウト専門店や、多目的トイレを設け

た。2階はガラス張りにし、中の様子が外からでも

見えるようにした。

食べ歩き イートイン
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劇場 パフォーマンス

「見・環」

町に向かって開かれた休憩所。ここで一息つくと、

思わずこの土地の空気や行きかう人々の振る舞いを

「見」てしまう。そして、その観察は自然と次にど

こへ向かおうか、という思考へ繋がっていく。人は

、周囲の行動や気配に影響されながらも、自分の動

きを決めていくもの。誰かの動きに触発されて自分

も行ってみようと思う瞬間がある。そうした小さな

きっかけが、街を環る行動へと繋がるのではないだ

ろうか。「見・環」

は、そんな連続的

な気付きと環りを

そっと後押しする、

町と道に溶け込む

建築でありたい。

③

「軽・環」④ 2 階平面図

1階平面図

3階平面図
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「軽・環」は、観光地巡る際の荷物、疲れを軽くし、

次なる目的地へと再出発する役割を目的とした名称

である。この敷地には、主要な通りが 5つ面してい

る。そのため、其の 5つの通り全てにアプローチし

たい考えた。また、屛風

からインスピレーション

を受けており、このよう

な外観デザインとなった。

通りによって違う顔とな

るよう設計した。
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